
平成２５年 布田小地区ハッピータウン協議会 総会 

日時：２０１３年５月２４日  19：00～ 

場所：こころの健康支援センター 

 

１．開会 および 出席者数と定数の確認    （司会中谷） 

 

２．挨拶       （依田） 

 

３．議長選出 

 

４．決議事項 

 

 Ⅰ． 第一号議案 平成 24年度布田小地区ハッピータウン協議会活動報告 

         （山本） 

 Ⅱ． 第二号議案 平成 24年度布田小地区ハッピータウン協議会決算 

         （斉藤） 

 Ⅲ． 第三号議案 平成 25年度布田小地区ハッピータウン協議会活動（案） 

         （山本） 

 Ⅳ． 第四号議案 平成 25年度布田小地区ハッピータウン協議会予算（案） 

         （斉藤） 

 Ⅴ． 第五号議案 平成 25年度役員、運営委員変更と追加 

（新任の役員・運営委員紹介） 

         （依田） 

 Ⅵ． その他 

 

５．報告事項 

 

６．次回運営委員会等の会議日程の調整と連絡 

 7月 25日（木）役員会 

 7月 31日（水）運営委員会 

 

７．閉会 



 

平成 24年度 布田地区ハッピータウン協議会 活動報告 

 

(平成 24年) 

 5月 10日 役員会    布田南部自治会 19：00 

 5月 24日 第 6回運営委員会   こころの健康支援センター 19：00 

 5月 30日 総会    こころの健康支援センター 19：00 

 7月 1日  ハッピー街あるきウォークⅠ（地域内の課題をチェック） 10：00～14：30 

 7月 10日  地区協交流会参加   グリーンホール小ホール 18：00 

 7 月 20日  役員会    布田南部自治会館 19：00 

 7 月 26日  第 7 回運営委員会 （兼・あんしんあんぜん防災訓練第 1回実行委員会）  

      こころの健康支援センター 19：00 

 9月 19日  役員会    布田南部自治会館 19：00 

 9 月 26日  第 8 回運営委員会   こころの健康支援センター 19：00 

  （兼・2012年あんしんあんぜん防災訓練第 2回実行委員会） 

 11月 7日  役員会      布田南部自治会館 19：00 

 11月 18日 2012年 第 2回あんしんあんぜん防災訓練  布田小 8：30 

 11月 29日 第 9 回運営委員会（兼・あんしんあんぜん防災訓練第 3回実行委員会）    

      こころの健康支援センター 19：00 

 12月 26日 ハッピー夜回りパトロール （地域内を年末パトロール） 

(平成 25年) 

 1 月 21日 役員会    布田南部自治会館 19：00 

 1 月 29日 第 10回運営委員会（兼・あんしんあんぜん防災訓練第 3回実行委員会）   

       こころの健康支援センター 19：00 

 3 月 3日 ハッピー街あるきウォークⅡ（地域内の課題をチェック） 10：00～14：30 

 3 月 18日 役員会     布田南部自治会館 19：00 ～ 

 3 月 21日 2013年調布市防災教育の日布田小地区第 1回実行委員会  

       布田小 16：00～ 

 3 月 26日 第 11回運営委員会   こころの健康支援センター 19：00 

第 1号議案 

 





収入の部 （単位：円）

項　目 決算額 予算額

 調布市地区協議会助成金 346,471 500,000

小　　計 346,471 500,000

1　前年度繰越金 21 21

2　預金利子 58 ゆうちょ銀行利子

3　雑収入 2,000 0

小　　計 2,079 21

348,550 500,021

支出の部 （単位：円）

項　目 決算額 予算額

１　事務費 46,088 60,000

　（１）　事務費 13,438 25,000

　（２）　会議費 25,000 25,000

　（３）　通信費 7,650 10,000

２　事業費 300,383 440,000

　（１）　広報・交流推進費 109,680 180,000

　（２）　防災対策費 181,903 170,000

　（３）　防犯・交通安全対策費 0 50,000

　（４）　地域福祉増進費 8,800 40,000

小　　計　（B) 346,471 500,000

予備費 2,079 21

小　　計 2,079 21

348,550 500,021

調布市地区協議会助成金 上記のとおり，報告いたします。

収入の部 助成金小計予算額 500,000 …（Ａ） 平成25年3月31日

支出の部 助成対象経費小計決算額 346,471 …（Ｂ） 会計　斉藤　厚子

清　算　額　（Ａ－Ｂ） 153,529 会計　野口　潤

※　清算額について，（A）＜（B）の際には０円と表記する。 会計　金山　耕治

会計監査の結果，会計業務は適正と認めます。

平成25年5月11日

監事　中川　久子

監事　春日原　秀隆

防災訓練諸経費

支出合計

助
成

対
象
外
経
費

街歩き参加者昼食弁当代

（次期繰越金）

収入合計

摘　要

助
成
対
象
経
費

資料等印刷代、インク等事務用品費

会議会場代、会議時お茶代

会議案内等郵送料

ＨＰ運営費、広報誌発行経費4500部×1回、地域交流会参加費

そ
の
他 寄付金

平成２４年度　　布田小地区ハッピータウン協議会　決算
（平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日）

摘　要

助
成
金 ※ 予算額は，助成金交付額を記載　（A）



 

 

布田小地区ハッピータウン協議会 

平成２５年度 活動方針及び活動計画（案） 

 

◆活動方針◆ 

初年度の活動方針に引き続き、会則に掲げた「安全で安心ないきいきとした地区を

つくる」ために，布田小学校地域内を中心に以下の３点を基本姿勢として活動に当た

ります。 

１ 地区協議会の周知に努め，ネットワークを形成する。 

２ 協力者を増やし，地域の輪を広げ，地区協議会の基盤づくりを行う。 

３ 地域課題を共有し，地域の連携に重点を置いた活動を展開する。 

 

◆活動計画◆ 

１ 地域内のネットワークづくりに関すること 

     (1) 地域情報の共有の推進 

地区協議会を周知するとともに，地域の連帯感を高めるため，諸団体のイベ

ントや地域の話題など地域情報の共有を推進します。 

   (2) 交流の推進 

地域交流の輪を広げ，地域全体がより連携・協力できる基盤をつくるため，

運営委員会の開催を基本に地域諸団体の交流を推進します。 

 

２ 地域の安全・安心に関すること 

(1) 防災対策の推進 

   地域の連携・協力による防災対策を推進します。 

(2) 防犯・交通安全対策の推進 

地域の連携・協力による防犯・交通安全対策を推進します。 

 

３ その他，地域の福祉の増進に関すること 

 会則に掲げた「安全で安心ないきいきとした地区をつくる」ため，その他布田小

学校地区の特性を踏まえた活動に取り組みます。 

第 3号議案－01 



◆活動内容（案） 

１ 地域内のネットワークづくりに関すること 

年２回のハッピータイムズの発刊 

ホームページでの活動を含めた地域情報の共有化の推進 

 

２ 地域の安全・安心に関すること  

 救急救命講習会の開催 

 地域内パトロールの実施 

 その他防災・安全活動への参画および協力 

 

３ その他，地域の福祉の増進に関すること 

 街歩きハッピーウォークによる地域に関する調査研究 

 

◆活動日程（案）（★主催事業  ☆共催事業） 

 

  ４月 ☆調布市防災教育の日（4/27） 

  ５月  第 12 回運営委員会（5/15） 

 総会（5/24） 

 ★ハッピータイムズⅢ 

 ６月 

 

  ７月 ★まちあるきハッピーウォ－ク（7/7） 

  地区協地域交流会（7/10 ） 

  第 13 回運営委員会（7/  ） 

  ８月  

  ９月  第 14 回運営委員会（9/  ） 

 

１０月 

１１月  第 15 回運営委員会（11/  ） 

  ★あんしんあんぜん救急救命実践講習会（11/17） 

１２月 ★ハッピータイムズⅣ 

 

  １月  第 16 回運営委員会（1/   ） 

  ２月 

  ３月 ★まちあるきハッピーウォ－ク（3/2） 

  第 17 回運営委員会（3/  ） 

 

      

第 3号議案－02 



収入の部 （単位：円）

項　目 今年度予算額 前年度予算額

 調布市地区協議会助成金 500,000 500,000

小　　計 500,000 500,000

1　前年度繰越金 2,079 21

2　預金利子 50 0 ゆうちょ銀行利子

小　　計 2,129 21

502,129 500,021

支出の部 （単位：円）

項　目 今年度予算額 前年度予算額

１　事務費 50,000 60,000

　（１）　事務費 15,000 25,000

　（２）　会議費 25,000 25,000

　（３）　通信費 10,000 10,000

２　事業費 450,000 440,000

　（１）　広報・交流推進費 200,000 180,000

　（２）　防災・安全対策費 210,000 170,000

　　　防犯・交通安全対策費 50,000

　（３）　地域福祉増進費 40,000 40,000

小　　計　（B) 500,000 500,000

予備費 2,129 21

小　　計 2,129 21

502,129 500,021

平成２５年度　　布田小地区ハッピータウン協議会　予算（案）
（平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日）

摘　要

助
成
金

救急救命講習会、防災・安全活動参画、パトロール用消耗品

25年度は（2）防災対策費に統合

そ
の
他

収入合計

支出合計

摘　要

助
成
対
象
経
費

資料等印刷代、インク等事務用品費

会議会場代（役員会他）、会議時お茶代（総会・3月運営委員会）

会議案内等郵送料

ＨＰ運営費、広報誌発行経費4500部×2回、地域交流会参加費

まちあるき、環境・美化活動

助
成

対
象
外
経
費



 

 

平成 25 年度 布田小地区ハッピータウン協議会 

 役員及び監事（案） 

 

役員 

 

役 職 役 割   名  前 

会長 総括 依田 耕児 （地区ボランティア有志） 

副会長 

（４人以内） 

会長のサポート 

（部会を設けた場合，

各部会のリーダーと

なりうる） 

山本 光則 （布田南部自治会） 

中谷 俊一 （地区ボランティア有志） 

林田 紀子 （健全育成推進布田地区委員会） 

金山 耕治 （染地かもめ会） 

総務 

（５人以内） 

事務担当 

（運営委員会開催通

知の発送，会議資料・

議事録の作成など） 

河内 信郷 （地区ボランティア有志） 

矢幡 秀治 （布田小学校開放運営委員会） 

関口 謙二 （多摩川自治会） 

斉藤 修太郎 （健全育成推進布田地区委員会） 

雪本 修一 （布田小 PTA） 

  

会計 

（３人以内） 

経理担当 

（出納管理，予算・決算の作成） 

斉藤 厚子 （地区ボランティア有志） 

野口 潤 （地区ボランティア有志） 

  
           

監事 

役 職 役 割    名  前 

監事 

（２人） 
活動・会計の監査 

山口 勉 （布田西部自治会） 

荘司 和代 （民生児童委員） 

 

新任  斉藤 修太郎 （総務） 

 雪本 修一   （布田小 PTA） 

変更  金山 耕治（会計→副会長） 

 山口 勉（副会長→監事）、荘司和代（総務→監事） 

退任  澤口 孝行（役員→運営委員）  

 春日原 秀隆（監事） 

 中川 久子（監事） 

第 5号議案－01 



 

平成 25 年度 布田小地区ハッピータウン協議会 運営委員 （案） 

運営委員               ◎ 新任  △ 所属変更（ ）内は旧所属 

  名前 所属 備考 

1 河内 信郷 地区ボランティア有志  

2 斉藤 厚子 地区ボランティア有志  

3 野口 潤 地区ボランティア有志  

4 依田 耕児 地区ボランティア有志  

5 関口 謙二 多摩川自治会  

6 小久保 弘 桜丘睦会  

7 澤口 孝行 桜丘睦会  

8 山口  祐二 ◎ 布田西部自治会  

9 新田 重彦 布田西部自治会  

10 岡宗  秀一 ◎ 布田西部自治会  

11 小泉 伸子 布田南部自治会  

12 杉山 幸昌 布田南部自治会  

13 山本 光則 布田南部自治会  

14 久場 兼三 染地一丁目自治会  

15 松井 利夫 染友自治会，民生児童委員  

16 石塚 絹代 民生児童委員  

17 梅原  厚子 ◎ 民生児童委員  

18 中谷 俊一 △ 地区ボランティア有志 （布田小学校開放）  

19 金山 耕治 △ 染地かもめ会（布田小 PTA）  

20 矢幡 秀治 布田小学校開放運営委員会（地区ボラ有志）  

21 鈴木 啓子 健全育成推進布田地区委員会  

22 岩佐 理佳 ◎ 健全育成推進布田地区委員会  

23 柴垣 涼子 ◎ 健全育成推進布田地区委員会  

24 林田 紀子 健全育成推進布田地区委員会  

25 雪本 修一 ◎ 布田小 PTA  

26 斉藤 修太郎 △ 健全育成推進布田地区委員会（消防第四分団）  

27 井口 中 布田小学校 校長  

28 山口 節子 染地児童館 館長  

29 高野 千尋（たかのせんひろ） 郷土博物館 館長   

30 木内 洋 こころの健康支援センター  

31 木村 仁 ◎ 地区ボランティア有志  

（退任） 

 小川保雄（布田西部自治会） 

 青木久知（調布市消防団第四分団） 

 山口勉（布田西部自治会） → 監事へ 

  清水節子（健全育成推進布田地区委員会） 

 荘司和代（民生児童委員）→ 監事へ 

第 5号議案－02 



第二回布田小地区あんしんあんぜん防災訓練来場者アンケート集計
（アンケート回収分）

布田小地区ハッピータウウン協議会
１．来場者区分（１３歳以上）

不明 ～30 ～40 ～50 ～60 ～70 ～80 ～90 不明 ～30 ～40 ～50 ～60 ～70 ～80 ～90
布田5 1 1 3 2 1 4 4 16
布田3,4,6 1 1 1 1 2 1 1 2 2 12
染地 1 1 1 1 3 1 2 6 16
多摩川 1 1 1 1 1 1 6
区域外 2 1 1 1 1 6
計 1 0 3 3 2 6 4 0 4 2 2 8 3 8 10 0 56

～以上アンケート回収分～ 19 (*)最高齢者80歳 37
26 8 34

上記以外に布田小学校(2名）、調布SVC（5名）,調布市消防団第5分団(7名）、調布消防署国領出張所(14名）、調布市役所（4名）、調布警察署(2名）

２．来場の動機 *1記載されていた自治会名称 *2来場動機その他内訳
自治会からの連絡網で 35 *1 15 地域の掲示板を見て 2
地区協役員やご近所の勧誘で 4 9 未回答 6
布田小からの配布資料で 9 1
その他 8 *2
計 56 5

3
1

３．今回実施した訓練項目（アンケート回答は求めず）
　　　①災害体験　　～ 煙体験・資機材活用・搬送訓練 １年生 1
　　　②対処訓練 ～ 初期通報・消火器・消火栓からの放水体験 総数 ２年生 5
　　　③救急救命 ～ AED 未就学児童 8 ３年生 1
　　　④避難所体験　　～ 防災グッズ・避難所体験・震災地パネル展示・ロープ結束体験 小学校児童 12 ４年生 1
　　　⑤防災倉庫 ～ 簡易トイレ他備蓄品展示 未回答 2 ５年生 1

（注）下線項目が今回新たに実施したもの 合計 22 ６年生 3
　　　＝会場内を巡回した様子では、消火器体験で実際に火を活用した訓練、消火栓からの放水
　　　　体験が好評だったようだ。　また、AED体験は人数が少なく皆が体験できたことがよかった。
　　　　防災倉庫見学も今回は備蓄物が展示されていることが関心をひいたようだ。

計
男 女

布田南部
布田西部
桜丘睦会

＜参考＞児童来場者数

染友

染地かもめ
染地１丁目

2012/11/19

男性来場者計 女性来場者計

多摩川

主催者（応援含む） 主催者（応援含む）

112名

総人数

1 ページ



４．防災対策アンケート ５．自由回答

　　（１）消火器・警報機は備えていますか 備えている 37 充分ではない 16

　　（２）家具の転倒・落下防止措置を している 24 充分ではない 29

　　（３）非常持ち出し・非常食の準備は している 31 充分ではない 22

　　（４）避難所が布田小学校であることを 知っていた 49 知らなかった 4

　　（５）高齢者・病人などの避難困難者が同居 いる 9 いない 44

　　（６）ご自宅の防災対策として今何か考えていますか

・窓の飛散防止が必要かどうか考えている

・三階なのでサラシで梯子様のものを用意している

・家具の転倒防止措置の徹底

・ガラス、せとものが割れた時のこと

・コンロ～暖房などを電気にたよらない

・備蓄をする

・家族間の連絡方法

・3日分の食糧・水はいつも備えようと思います

・外置きの物置に災害グッズを用意

・落下物に注意

・家具の転倒防止器具が使えない家具があり心配

・水の備蓄、灯油ストーブのコンロ代用、自家発電

・消火器や煙体験とても良かったです

・もっと水や非常食の準備をする

・食料品や水の備蓄のほか薬・ビニール袋・バール、カセット、毛布等を用意している

・久し振りに全コースを体験し参考になった。地区協が発足し、き
め細かく計画されあり難いと思います。（布田5、77歳男性）

・実際家庭内で起こり得る天ぷら火災などの対応等（ケガも）身近
な訓練も取り入れてほしい。《布田、45歳女性）
・初めて参加して非常に参考になりました。やはり体験するのは
大切だと実感しました。日ごろ疑問に思っていた事も質問でき助
かりました。最後のトン汁も最高でごちそう様でした。（小島3、57
歳女性）

・2回目の訓練ですが、忘れていることがあり、参加してよかった。
（布田5、70歳女性）

・一通り体験できたこと大変よかった。アルファ米見直しました。
行事に放出していくことを考えると、かなり活用できそうです。（多
摩川7、69歳男性）

・地域でこのような防災訓練を行うのはとても有意義なことだと思
います。消防署や主催していただいた方々には大変な労力だと
思いますが、心から感謝したいと思います。（布田6、43歳女性）

・障害者・高齢者等災害弱者といわれる人に対応した訓練や方
法　　　　　　　・参加者が心のバリアーを取り除く（意識改革）しか
けを　　　　　　　　　　・人数は少なかったけど、その分説明を細か
くきけてよかった　　　　（布田6、50歳女性）

・もっと多数の人に受けてもらいたい（染地1、73歳女性）

・起震車体験してみたかった（多摩川6、44歳男性）
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１．訓練実施日時 平成25年4月27日(土)午前11時24分発災想定～午後2時30分
２．訓練参加者 参加者総数 219 名程度

A地区 布田5丁目地区 30 名程度(一般参加者2名）
B地区 多摩川地区 40 名程度
Ｃ地区 染地地区 50 名程度(一般参加者2名）
D地区 布田6丁目地区 45 名程度(一般参加者1名）
主催者 学校関係者 30 名程度

市役所関係者 4 名
調布消防署 4 名
第八消防分団 4 名
地区協議会関係者 12 名(田口氏含む）

３．訓練実施の概要と反省点など
実行内容

地震発生
児童引渡し、6年生児童、保護者、外来者順次入場 ①
訓練実施内容の説明 ②
各班内の役割分担決定 ③
アルファ米調理手順説明、備品配布、段ボールスペース作成着手
アルファ米準備完了
班別訓練体験～A地区＆B地区：応急救護（三角巾、担架搬送）
　　　　　　　　　　C地区：AED訓練
　　　　　　　　　　D地区：防災倉庫・簡易トイレ見学、担架搬送
食事＆各班反省会 ⑥
講評（調布消防署・加藤氏）
受付終了後参加記念品配布、調布市アンケート協力依頼、後片付け

　①入場は非常にスムースで、受付先行しても時間内に入場処理可能であったかと思う。
　　受付を事後にしたために、来場者数把握がアバウトなものになってしまった。
　②敢えて当日スケジュールを張り出さなかったが、反応はどうか？
　③班によってはスムースなところもあった。これにはおやじネットの存在が大きい。
　④アルファ米調理説明時間を取ったことで、各班での調理が上手く進んだ。
　　段ボール組み立て見本展示も奏功した。
　⑤ＡＥＤ訓練は好評で、皆真剣に取り組んでいた。簡易トイレ組み立ては時間がかかりそうで、
　　各班から数名の男性を募って、調理と併行して進めてもよかった。
　　防災倉庫見学・担架搬送・三角巾は10分刻みのローテーションで、全員参加でも可能か。
　⑥アルファ米は好評で、もう少し分量を増やしても良かった。　反省会等意見交換はリーダー
　　に徹底していなかったため、十分な意見聴取が出来なかった。
　⑦受付簿記入方法が徹底していなかったため、正確な来場者把握ができなかった。　
　　地区・氏名・性別・年齢を把握しておきたかった。

(裏面に続く）

調布市防災教育の日・避難所訓練実施状況報告
（布田小学校・布田小地区ハッピータウン協議会）

13:40～

14:00～
～14:30

主催者反省会

12:40～

～13:10
13:10～

④

⑤

⑦

時間
11:24
11:40
12:00
12:10

12:20～
～12:40



４．反省会等意見聴取
(参加者意見）

・小学校と地区協の合同開催が良い(染地）
・意外と段ボールが心地よい(染地）
・ＡＥＤのデモが良かった。役立つ。(染地）
・勉強になった。活かしたい。(染地）
・いざという時の為に役立つ。(染地）
・地区協、自治会レベルで防災倉庫の鍵を持つべき。（布田6）
・水はそれなりに確保できているようだが、トイレは心配(布田6）

(反省会での意見）
・田口氏からの実践的避難所運営指導
　　入り口の向きは外気（寒気）遮断の工夫が必要。段ボールの開口部も同様。
　　土足を一旦容認すれば取り返しがつかない。清潔を守るためにも厳禁すべき。
　　食糧保管等備品保管場所は体育館内共用スペースとは別にすべきetc
・今後宿泊訓練なども検討課題
・災害時はマイク使用も不可能と考えられるので、それを前提にした伝達方法を
　訓練に取り入れることも必要か。
・マット利用など学校設備備品の有効活用を更に考えてみてもよい。
・アルファ米は予想以上に好評であったので、更に倍程度に増やして持ち帰って、
　自宅の人にも提供するなど、啓蒙のチャンスかも知れない。

(参考）４チームの役割構成

子供 大人 子供 大人 子供 大人 子供 大人

小野寺 宗宮 藤林 池田 池田 池田 山名 山名

花谷,岡田 花谷,岡田 ー 荒川,大坪 荒川,大坪 ー
山中,石田,
松田

細田,塀内 細田,塀内 ー 池田,浅野 池田,浅野 大場,藤弘 ー

岡田,宗
宮、増田,,
浅谷

小野寺 斉藤 溝渕,谷本 谷本,池田
石田,後藤,
野沢,川島,
石田,石田

南,後藤

ー 元山,太田 中嶋,藤林 ー 浜本,小川 ー 羅、金子

清水,片山 清水,片山 金子,矢幡 池田,是行 鷲林,熊沢
山田,山名,
金子,後藤

金子,山田

11 9 7 6 9 11 13 10
名前の一部に転記の間違いあり

(以上）

池田,中嶋,
小林,高橋,
米山,井口

食事係(給湯）

食事係(お茶）

合計人数

班長

設営係(卓球台）

設営係(段ﾎﾞｰﾙ）

食事係(ｱﾙﾌｧ米）

B班（多摩川） C班（染地） D班（布田6）A班（布田5）
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布田小地区ハッピータウン協議会 会則 

第１条（名称） 

本会は，「布田小地区ハッピータウン協議会」と称する。 

第２条（事務所） 

本会の事務所は，布田小地区ハッピータウン協議会会長宅に置く。 

第３条（目的） 

  本会は，布田小学校地区に暮らし，また，活動するすべての人々を結ぶネットワークを築き，

世代を超えた絆を深めることで，互いに協力し連携し合える，安全で安心ないきいきとした地

区をつくることを目的とする。 

第４条（活動の原則） 

１ 本会は，特定の個人及び営利法人等の団体の利益を目的とした活動並びに特定の宗教団体

及び政治団体のための活動をしてはならない。 

 ２ 本会は，地域住民の理解のもとに公正で透明な運営を行うため，個人情報の保護に配慮し

ながら，活動に関する情報の公開に努めるものとする。 

第５条（活動） 

  本会は，第３条の目的を達成するために，次の各号に掲げる活動を行う。 

（１）地域住民や各種団体のネットワークの構築に関すること。 

（２）地域の情報の共有に関すること。 

（３）地域課題の協議及び検討に関すること。 

（４）地域の連携・協力に基づく公益的なまちづくりに関すること。 

（５）地域内の相互補完の調整に関すること。 

（６）その他，本会の目的を達成するために必要と認められる活動に関すること。 

第６条（活動及び会計年度） 

本会の活動及び会計年度は，毎年４月１日から翌年の３月３１日までとする。 

第７条（会員） 

本会は，布田小学校区とその近隣の居住者及び諸団体・事業所等に所属する人が自由に参加

できる。 

第８条（総会） 

１ 定例総会は，毎年度終了後２ヶ月以内に会長が招集し，次の事項について決議する。 

（１）活動報告及び決算報告の承認 

（２）活動方針，活動計画及び予算の承認 

（３）運営委員の選任 

（４）役員の選任 

（５）会則の改正及び廃止 

（６）その他の重要事項 

２ 総会の議長は，その総会において，出席者の中から選任する。 

３ 総会の決議は，出席者の過半数の賛成をもって決し，可否同数のときは，議長の裁決する

ところによる。 

 ４ 会長が必要と認めるときは，臨時に総会を招集することができる。 

第９条（運営委員会） 

１ 本会は，本会を運営するために運営委員会を置く。 

２ 運営委員会は，運営委員をもって構成する。 

３ 運営委員会は，原則として，２ヶ月に１回開催することとし，会長が招集する。また，会

長以外の運営委員から開催の要請があったときは，臨時運営委員会を開催することができる。 

４ 運営委員会は，第５条第１項各号に掲げる活動を協議するとともに，総会で決議された事

項の執行の決定を行う。 

５ 運営委員会の決議は，出席者の過半数の賛成をもって決し，可否同数のときは，会長の裁

決するところによる。 

第１０条（運営委員） 

１ 運営委員は，第７条の会員の中から選出し，総会の決議を経て選任する。 

２ 運営委員の任期は，選任後２年以内に終了する会計年度のうち，最終のものに関する総会



の終結の時までとし，再任を妨げない。 

３ 運営委員が任期途中で辞任した場合，その補充については，運営委員会において選任する。

その場合，後任の運営委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

４ 運営委員は，運営委員会において決定した事項を執行する。 

第１１条（役員会） 

１ 本会は，運営委員会の運営を有効かつ円滑に執行するために役員会を置く。 

２ 役員会は，会長，副会長，総務及び会計をもって構成する。 

３ 役員会は，原則として，会長が招集する。また，会長が必要と認めるときは，役員以外の

者を出席させることができる。 

４ 役員会は，運営委員会が決議した執行事項を実施するにあたっての具体的手順などの協

議・調整を行う。 

５ 役員会の決議は，出席者の過半数の賛成をもって決し，可否同数のときは，会長の裁決す

るところによる。 

第１２条（役員） 

 １ 本会には，次の役員を置く。 

（１）会長 １人 

（２）副会長 ４人以内 

（３）総務 ５人以内 

（４）会計 ３人以内 

２ 前項各号の役員は，運営委員の中から選出し，総会の決議を経て選任する。 

３ 役員の任期は，選任後２年以内に終了する会計年度のうち，最終のものに関する総会の終

結の時までとし，再任を妨げない。 

４ 役員が任期途中で辞任したことにより欠けた場合，その補充については，会長が選任する。

その場合，後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 

５ 会長は，本会を代表し，会の活動を総括する。 

６ 副会長は，会長を補佐し，会長が不在のときは，前項の職務を代行する。 

７ 総務は，本会の円滑な運営を図るため，事務を担当する。 

８ 会計は，本会の経理を担当する。 

第１３条（監事） 

 １ 監事は，第７条の会員の中から選出し，総会の決議によって２人を選任する。 

 ２ 監事は，本会の活動の状況を監査するため，運営委員会及び役員会へ出席して意見を述べ

ることができる。また，監事は，監査を行い，監査報告書を作成し，定例総会で監査報告を

行う。 

 ３ 監事の任期は，運営委員の任期規定（第１０条第２項）を準用する。 

第１４条（経費） 

本会の経費は，調布市の助成金及び寄付金等をもって充当する。 

第１５条（個人情報の保護） 

本会の活動で知り得た個人情報については，個人に関する情報の保護の重要性を認識し，そ

の取扱いには適正を期するものとする。 

第１６条（雑則） 

本会則に定めるものの他必要な事項は，運営委員会で定める。 

附則 

１ 本会則は，調布市の認可があった日から施行する。 

２ 調布市の認可があった日から平成２４年３月３１日まで，第１０条第１項に規定する運営委

員の選任及び第１２条第２項に規定する役員の選任については，運営委員会において選任の決

議を行い，総会の決議を要しない。 
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